
小
牧
山
が
物
語
る
小
牧
市
の
歴
史
的
重
要
性

　

平
成
21
年
９
月
５
日
、
愛
知
県
小
牧
市
に
お
い
て

「
第
23
回
織
田
信
長
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同

サ
ミ
ッ
ト
は
、
戦
国
時
代
の
「
三
英
傑
」
の
中
で
も
戦

国
武
将
と
し
て
ひ
と
き
わ
優
れ
た
独
創
性
を
発
揮
し
、

今
も
国
民
的
な
人
気
を
誇
る
織
田
信
長
の
足
跡
に
ゆ

か
り
が
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
ゆ
か
り
を
ま
ち
づ
く

り
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
大
切
に
す
る
全
国
の
自

治
体
が
定
期
的
に
集
ま
り
、
開
催
し
て
い
る
も
の
だ

（
今
回
か
ら
名
古
屋
市
が
新
た
に
加
盟
し
、
現
在
は
10

市
町
で
構
成
）。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
信
長
の
先
進
性
に
学
ぶ

―
小
牧
で
の
四
年
間
―
」
と
題
す
る
サ
ミ
ッ
ト
会
議

（
記
念
講
演
は
作
家
・
荒
俣
宏
氏
に
よ
る
「
信
長
は
先

進
の
文
化
人
だ
っ
た
」）
お
よ
び
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
発
掘
調
査
か
ら
考
え
る
織
田
信
長
の
小
牧
山
城
と
城

下
の
風
景
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
灯
ろ
う
２
０
０
０
個
に
よ

る
小
牧
山
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業（
㈳
小
牧
青
年
会
議

所
主
催
の
「
小
牧
山
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
」）、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
尾
張
小
牧
歴
史
文
化
振
興
会
主
催
の「
歴
史

探
訪
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
き
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
主
催
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
織
田
信
長
サ
ミ
ッ
ト
に
向

け
た“
こ
こ
ろ
”の
リ
レ
ー
講
演
」、
愛
知
文
教
大
学
の

協
力
に
よ
る「
連
続
歴
史
講
座
」（
計
11
回
）な
ど
、
市

民
や
事
業
者
、
大
学
な
ど
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
る
、

充
実
し
た
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
が
目
を
引
い
た
。

　
「
織
田
信
長
が
居
城
を
築
き
、
信
長
亡
き
後
の
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
織
田
信
雄
（
信
長
の
次
男
）・

徳
川
家
康
連
合
軍
が
陣
を
敷
い
た
小
牧
山
は
、
ま
さ

に
小
牧
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
す
。
同
時
に
市
民

に
と
っ
て
は
四
季
折
々
の
憩
い
の
場
で
も
あ
り
、
生

ま
れ
故
郷
の
小
牧
市
を
離
れ
て
暮
ら
す
方
々
に
は
心

の
故
郷
な
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
中
野
直
輝
小
牧
市
長
で
あ
る
。
中

野
市
長
は
さ
ら
に
続
け
る
。

　
「
現
在
実
施
し
て
い
る
第
６
次
総
合
計
画
が
目
指
す

将
来
都
市
像
は
『
人
と
緑　

か
が
や
く
創
造
の
ま
ち
』で
す
が
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
心
に
は
、
国
指
定

史
跡
で
あ
る
と
同
時
に
市
街
地
中
央
部
に
位

置
す
る
、
緑
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
小
牧
山
が

し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
、
今
後
は
新
た
に
名

古
屋
市
、
清
須
市
と
連
携
し
て
、
信
長
に
ゆ
か
り
の

愛
知
県
内
の
観
光
名
所
を
巡
る『
織
田
信
長
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
』
※
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
歴
史
・
文
化

の
豊
か
な
都
市
・
小
牧
市
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
」

　

現
在
も
名
神
高
速
道
路
・
東
名
高
速
道
路
・
中
央

自
動
車
道
と
い
う
、
日
本
の
高
速
交
通
網
の
中
で
も

最
重
要
と
位
置
付
け
ら
れ
る
大
幹
線
の
集
ま
る
結
節

点
で
あ
り
、
市
域
に
は
県
営
名
古
屋
空
港
ま
で
擁
す

る
小
牧
市
の
交
通
の
要
衝
ぶ
り
は
、
決
し
て
偶
然
の

産
物
で
は
な
い
。

　

織
田
信
長
が
乾け
ん
こ
ん
い
っ
て
き

坤
一
擲
の
勝
負
に
挑
ん
だ
桶
狭
間

の
戦
い
の
後
、
天
下
取
り
の
第
一
歩
と
し
て
の
美
濃

攻
め
を
決
意
し
、
満
を
持
し
て
築
城
し
た
の
が
小
牧

山
城
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
。
織
田
信
長
亡
き
後
の

天
下
の
形
勢
を
決
め
る
合
戦
の
一
つ
と
も
な
っ
た
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お

い
て
、
織
田
・
徳
川
連
合

軍
が
羽
柴
秀
吉
軍
を
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
い
ち
早
く
小
牧
山
に

陣
を
敷
い
た
か
ら
だ
と
さ

れ
る
事
実
。
こ
れ
ら
の
史

実
が
物
語
る
の
は
、
日
本

の
中
央
部
に
位
置
す
る
肥

よ
く
で
広
大
な
濃
尾
平

野
を
握
る
こ
と
が
、
天
下

統
一
の
分
け
目
と
と
ら
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

※
今
年
10
月
こ
ろ
、
信
長
の

足
跡
を
辿
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
。

小
牧
山
が
は
ぐ
く
む
芸
術
・ 

文
化
都
市
の
素
地

　

標
高
わ
ず
か
86
ｍ
で
あ
り
な
が
ら
、
平
坦
な
濃
尾

平
野
に
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ぶ
大
海
の
小
島
の
よ
う
な

小
牧
山
頂
上
部
か
ら
は
、
四
方
八
方
が
見
渡
せ
る
。

実
際
に
そ
の
頂
上
に
登
っ
て
み
る
と
、
織
田
・
豊
臣
・

徳
川
と
い
う
戦
国
武
将
「
三
英
傑
」
が
覇
を
競
う
舞
台

の
一
つ
と
し
て
小
牧
山
が
選
ば
れ
た
理
由
が
、
自
然

に
納
得
で
き
る
。
前
述
し
た
名
神
・
東
名
・
中
央
道

と
い
う
日
本
の
代
表
的
な
高
速
道
路
の
結
節
点
が
後

世
に
形
成
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
地
形
的
な
特
性
に
よ

る
の
だ
。

　

折
し
も
今
年
（
平
成
22
年
）
は
、
小
牧
市
の
市
制
施

行
55
周
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
昭
和
５
年
に
尾
張
徳

川
家
か
ら
小
牧
山
が
当
時
の
小
牧
町
に
寄
贈
さ
れ
て

80
年
の
節
目
に
あ
た
る
。
小
牧
市
で
は
こ
れ
を
記
念

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
歴
史
と

自
然
を
調
和
さ
せ
た
小
牧
山
の
整
備
事
業
、
さ
ら
に

小
牧
山
な
ら
び
に
小
牧
市
の
歴
史
を
核
と
す
る
各
種

観
光
振
興
策
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
文
化
事
業
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。

　
「
尾
張
徳
川
家
か
ら
の
寄
贈
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

は
、
実
は
小
牧
山
の
現
状
を
変
更
し
な
い
と
い
う
約

束
事
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
小
牧
山
東
麓
の
敷
地
内
に
小
牧
中
学
校
が
建
設
さ

れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
青
年
の
家
（
研
修
施
設
）、
歴

史
館
（
資
料
館
）
が
建
設
さ
れ
、
小
牧
市
役
所
ま
で
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
と
し
て
は
仕
方
の
な
い
事
情
も
あ
っ
た
わ
け

で
す
が
、
昭
和
50
年
代
後
半
に
こ
の
こ
と
が
市
民
の

間
で
大
き
な
議
論
の
的
に
な
り
、
平
成
４
年
に
は
小

牧
市
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
あ
て
に
ま
ず
小
牧
中
学

校
移
転
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
平

成
10
年
に
小
牧
中
学
校
を
移
転
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら

に
平
成
24
年
竣
工
に
向
け
現
在
、
新
庁
舎
建
設
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
中
野
市
長
）

　

小
牧
中
学
校
の
移
転
後
、
小
牧
市
で
は
史
跡
小
牧

山
整
備
計
画
基
本
構
想
を
策
定
。
１
０
０
年
先
を
も

視
野
に
入
れ
た
保
護
・
活
用
を
目
指
し
、
歴
史
調
査

に
基
づ
い
た
原
状
回
復
を
実
施
し
、
小
牧
山
を
シ
ン

ボ
ル
に
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
、
同
基

本
構
想
の
基
本
理
念
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
小
牧
市
で
は
現
在
、
第
６
次
総

合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
わ

け
だ
が
、
そ
の
核
の
ひ
と
つ
に
は
小
牧
山
整
備
計
画

（愛知県）

中
な か の

野直
なおてる

輝
小牧市長

心
の
故
郷
は
わ
が
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル・
小
牧
山
！

信
長
の
先
進
性
に
学
ぶ
多
面
体
の
文
化
都
市
づ
く
り

市 政 ル ポ 小
こ ま き

牧市

「第23回織田信長サミット」では信長の先進性をまちづくりに生かす
ディスカッションや市民参加イベントを開催

市街地の各所から遠望できる小牧山
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（愛知県）

の
基
本
理
念
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

小
牧
市
な
ら
び
に
小
牧
市
民
に
と
っ
て
の
小
牧
山
の

持
つ
象
徴
性
、
存
在
感
の
大
き
さ
が
、
こ
こ
で
も
如

実
に
分
か
る
の
だ
。

　

小
牧
山
は
ま
た
、
市
内
各
所
か
ら
遠
望
で
き
る
。

ま
ち
の
歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
心
の
故
郷
で
あ

り
、
憩
い
の
場
で
も
あ
る
緑
豊
か
な
小
牧
山
を
朝
な

夕
な
に
遠
望
す
る
小
牧
市
民
。
そ
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

わ
が
ま
ち
の
歴
史
へ
の
愛
着
と
共
に
、
芸
術
・
文
化

を
深
く
愛
す
る
市
民
気
質
と
も
い
う
べ
き
傾
向
が
、

小
牧
市
で
は
古
く
か
ら
醸
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

　

印
象
派
以
降
の
西
洋
絵
画
、
近
代
以
降
の
日
本
人

芸
術
家
に
よ
る
芸
術
作
品
を
収
蔵
し
、
市
民
愛
好
者

は
も
ち
ろ
ん
全
国
か
ら
も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
非
常
に
多

く
訪
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
メ
ナ
ー
ド
美
術
館（
小
牧

市
出
身
の
実
業
家
・
野
々
川
大
介
夫
妻
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
中
心
）は
、
そ
の
象
徴
的
な
存
在
だ
。

　

ま
た
平
成
12
年
に
小
牧
市
交
響
楽
団
と
し
て
生
ま

れ
、
今
年
で
結
成
10
周
年
を
迎
え
た
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
は
、
中
部
圏
の

み
な
ら
ず
、
今
や
全
国
的
に
知
ら
れ
る
プ
ロ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
し
て
成
長
し
て
い
る
。
今
年
５
月
に
開
催

さ
れ
た
「
市
制
55
周
年
記
念
事
業
第
九
演
奏
会
」（
小

牧
市
市
民
会
館
）に
は
、
多
く
の
市
民
が
公
募
で
参
加

し
、
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
小
牧
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
存
在
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
的

に
、
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
に
親
し
む
機
会
を
提
供

し
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
非
常
に
貴
重
で
す
。
歴

史
・
文
化
都
市
と
し
て
の
小
牧
市
の
幅
を
広
げ
る
た
め

に
も
、
今
後
、
第
九
演
奏
会
の
よ
う
に
、
市
民
の
音

楽
活
動
を
大
い
に
促
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

併
せ
て
人
の
心
を
豊
か
に
し
、
地
域
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
は
ぐ
く
み
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
原
動

力
と
な
る
市
民
文
化
の
創
造
、
多
彩
な
市
民
文
化
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
近
い
将
来
、
小
牧
市
の
将

来
を
見
据
え
た
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
協
働
で

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
野
市
長
）

安
全
安
心
な
ま
ち
、
環
境
に 

配
慮
す
る
ま
ち
実
現
へ
の
努
力

　

交
通
の
要
衝
で
あ
る
小
牧
市
は
多
く
の
工
業
団
地
、

企
業
団
地
が
立
地
す
る
産
業
都
市
と
し
て
、
ま
た
中

部
（
名
古
屋
）
首
都
圏
に
お
け
る
衣
食
住
の
バ
ラ
ン
ス

に
優
れ
た
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
も
発
展
し
て
き
た
。

半
面
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
が
、
あ
る
い
は
マ

イ
ナ
ス
に
働
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
影
響

も
あ
っ
た
。
犯
罪
の
増
加
で
あ
る
。

　
「
小
牧
市
は
も
と
も
と
犯
罪
件
数
の
そ
れ
ほ
ど
多

い
地
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成

15
年
は
前
年
の
約
１
・５
倍
に
当
た
る
刑
法
犯
罪
（
計

６
３
５
３
件
）が
多
発
し
た
の
で
す
。
摘
発
さ
れ
た
犯

人
の
中
に
は
市
外
出
身
者
も
多
数
お
り
、
彼
ら
は
高

速
道
路
を
活
用
し
て
市
内
に
侵
入
し
、
犯
行
後
に
高

速
道
路
を
活
用
し
て
逃
走
す
る
な
ど
の
共
通
点
の
多

い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
犯
罪
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
様
の
現
象
は
小
牧
市
と
高
速
道

路
網
で
つ
な
が
る
愛
知
県
一
宮
市
、
岐
阜
県
大
垣
市
・

羽
島
市
な
ど
で
も
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
そ

れ
ら
の
市
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
市
民
協
働
に
よ

る
多
角
的
な
防
犯
対
策
事
業
を
実
施
し
た
結
果
、
平

成
21
年
度
に
は
約
３
４
０
０
件
と
犯
罪
が
激
減
し
た

の
で
す
」（
中
野
市
長
）

　

小
牧
市
が
こ
の
間
に
実
施
し
た
多
彩
な
防
犯
対
策

は
以
下
の
通
り
だ
。

◇
防
犯
対
策
補
助
金
の
助
成
（
平
成
16
年
度
〜
）
／
鍵

の
交
換
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
設
置
な
ど
各
世
帯
に
最

高
１
万
円
助
成
。

◇
ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
（
緊
急
街
頭
通
報
装
置
）
の
設
置

（
平
成
17
年
度
）
／
警
察
に
つ
な
が
る
緊
急
通
報
装
置

３
基
を
駅
前
に
設
置
。

◇
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
の
助
成（
平
成

17
年
度
〜
）／
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
支
援
で
最
高
20
万

円
の
補
助（
物
資
購
入
費
な
ど
）。

◇
防
犯
啓
発
用
プ
レ
ー
ト
の
配
布
（
平
成
18
年
度
）
／

市
内
全
戸
に
犯
罪
撲
滅
な
ど
を
う
た
っ
た
啓
発
用
防

犯
プ
レ
ー
ト
配
布
。

◇
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置（
平

成
18
年
度
）／
名
鉄
小
牧
線
６
駅
の
自
転
車
等
駐
車
場

に
防
犯
カ
メ
ラ
21
台
設
置
。

◇
美
濃
路
エ
リ
ア
セ
ー
フ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
へ
加
入

（
平
成
18
年
度
〜
）
／
一
宮
市
、
大
垣
市
、
羽
島
市
と

の
他
市
県
を
ま
た
い
だ
高
速
道
路
使
用
の
犯
罪
発
生

防
止
の
た
め
、
広
域
情
報
交
換
の
場
と
し
て
の
協
定

を
結
ぶ
。

◇
防
犯
灯
設
置
、
防
犯
灯
維
持
管
理
費
の
全
額
補
助

（
平
成
19
年
度
〜
）
／
各
地
区
の
防
犯
灯
設
置
・
維
持

管
理
に
関
す
る
費
用
の
全
額
補
助
。

◇
護
身
術
の
冊
子
の
配
布
（
平
成
20
年
度
）
／
痴
漢
被

害
な
ど
の
防
止
の
た
め
護
身
術
教
室
を
開
催
、
さ
ら

に
自
宅
学
習
用
の
冊
子
を
配
布
。

◇
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
決
起
大
会
の
開
催

（
平
成
21
年
度
〜
）
／
市
民
協
働
に
よ
る
防
犯
意
識
高

揚
の
た
め
、
総
決
起
集
会
を
開
催
。

◇
事
業
者
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
の
支
出（
平
成
22

年
度
〜
）／
飲
食
店
・
物
販
店
の
駐
車
場
を
対
象
に
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助（
最
高
50
万
円
）。

◇
夜
間
防
犯
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
の
委
託（
平
成
22

年
度
〜
）
／
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
及
ば
な
い
深
夜

帯
に
関
す
る
、
警
備
会

社
へ
の
委
託
。

　

こ
れ
ら
矢
継
ぎ
早
に

実
施
さ
れ
た
施
策
の
成

果
は
、
前
述
し
た
通
り
、

犯
罪
件
数
の
激
減
に
如

実
に
表
れ
て
い
る
。
犯

罪
は
油
断
を
す
れ
ば
増

え
る
。
だ
が
ツ
ボ
を
押

さ
え
た
対
策
を
綿
密
に

か
つ
持
続
し
て
行
え
ば
、

確
実
に
成
果
が
上
が
る

こ
と
を
、
小
牧
市
の
事

例
は
改
め
て
証
明
し
て

い
る
と
い
え
る
。

　

全
世
代
を
通
じ
官
民

一
体
で
環
境
に
配
慮
す

る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
小
牧
市
で
は
平
成
17
年
に

「
環
境
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
多
彩
な
環
境
維
持
・
保

全
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
だ
が
環
境
都
市
宣
言
の

以
前
か
ら
、
環
境
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
早
か
っ
た
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成

10
年
に
施
行
さ
れ
た
の
を
受
け
、
翌
11
年
に
は
市
の

活
動
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
、「
小

牧
市
環
境
率
先
行
動
計
画
」
を
策
定
。
毎
月
第
１
水

曜
日
を
職
員
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
自
粛
す
る
「
ノ
ー

カ
ー
デ
ー
」と
定
め
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
環
境
率
先

行
動
計
画
を
こ
れ
ま
で
に
４
回
改
定
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
平
成
21
年
３
月
に
は
市
民
･
事
業
者
･
市
が

地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
推
進
で
き
る
よ
う 市民協働で取り組む防犯活動で小牧市の犯罪数は激減

市民に親しまれる中部フィル
ハーモニー交響楽団

バレーボールワールドカップや
バスケットボールの世界大会も
行われる「パークアリーナ小牧」

写真左はＣＮＧ（圧縮天然ガス）車のバン、右はバイオディーゼルエンジン搭載のゴミ収集車

環境意識を高揚させるイベントに引っ張りだこの小牧市の“ゆるキャラ”「エコリン」
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小牧市　市 政 ル ポ

（愛知県）

「
小
牧
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」
を
策
定

し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
従
来
に
引
き
続
き
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
設
置
す
る
市

民
へ
は
助
成
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
同
時
に

今
後
は
公
共
施
設
に
も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
た
め
の
調
査
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
中
野
市
長
）

　

ま
た
平
成
13
年
に
認
証
取
得
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
も
現
在
ま
で
順
調
に
認
証
取
得
を
更
新

し
て
い
る
ほ
か
、「
こ
ま
き
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」も
同
年
に
設
立
。
現
在
で
は
約
50
の
事
業
者
が
参

加
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
会
合
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
環
境

保
全
研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に「
光
ケ
丘
小
学

校
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会（
光
エ
コ
キ
ッ
ズ
）」

「
小
木
小
学
校
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
」「
小

牧
小
学
校
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会（
小
牧
エ
コ

キ
ッ
ズ
）」
を
結
成
。
低
年
齢
か
ら
の
環
境
教
育
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
小
牧
市
レ
ジ
袋
削
減
協
議
会（
平
成
20
年

度
に
設
置
）が
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
軸
に
省
資
源
・
廃

棄
物
削
減
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
る
な
ど
、

多
彩
な
環
境
維
持
・
創
造
事
業
を
実
施
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
（
レ
ジ
袋
に
関
し
て
は
平

成
21
年
度
の
実
績
で
、
市
内
29
店
舗
に
お
い
て
91
％

の
レ
ジ
袋
平
均
辞
退
率
を
達
成
）。

小
牧
市
方
式
の
母
子
手
帳
と 

多
文
化
共
生
へ
の
試
み

　

今
回
の
小
牧
市
取
材
で
は
ほ
か
に
も
印
象
的
な
事

業
や
出
来
事
に
い
く
つ
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

中
で
も
印
象
的
な
事
業
の
一
つ
は
、
小
牧
市
方
式
と

も
い
う
べ
き「
親
子
健
康
手
帳（
母
子
健
康
手
帳
）」の

存
在
だ
。
通
常
の
母
子
健
康
手
帳
は
、
子
ど
も
の
誕

生
前
か
ら
就
学
ま
で
の
成
長
記
録
を
記
す
文
字
通
り

の
「
手
帳
」
だ
が
、
小
牧
市
の
親
子
健
康
手
帳
は
A
５

判
の
ノ
ー
ト
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
中
学
校
卒
業
ま
で

使
え
る
仕
組
み
だ
。
し
か
も
写
真
を
貼
る
ス
ペ
ー
ス

や
、
成
長
ご
と
に
両
親
が
わ
が
子
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
記
す
欄
な
ど
が
ふ
ん
だ
ん
に
挿
入
さ
れ
、
子
ど

も
が
成
長
し
た
暁
に
は
、
親
の
愛
情
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
親
子
共
同
で
つ
く
っ

た
「
道
し
る
べ
」
と
も
な
る
の
だ
。
こ
の
親
子
健
康
手

帳
は
現
在
、
全
国
的
な
注
目
を
集
め
て
お
り
、
新
感

覚
の
母
子
健
康
手
帳
と
し
て
今
後
、
全
国
的
に
波
及

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

印
象
的
な
出
来
事
と
い
え
ば
、
小
牧
市
の
ま
ち
を

歩
い
て
い
て
す
ぐ
に
気
づ
く
の
が
、
外
国
人
居
住
者

の
多
さ
で
あ
る
。
小
牧
市
内
で
は
現
在
、
人
口
の
５
・

５
％
程
度
に
あ
た
る
約
８
５
０
０
人
の
外
国
人
居
住

者
が
生
活
し
て
い
る
。
自
動
車
関
連
事
業
を
中
心
に

就
労
し
て
い
る
人
々
が
多
く
、
過
半
数
が
ブ
ラ
ジ
ル

人
居
住
者
だ
。

　
「
自
動
車
関
連
産
業
が
集
中
し
て
い
る
中
部
地
方
で

は
、
同
様
の
人
口
構
成
を
示
す
都
市
の
例
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
牧
市
は
現
在
、
多
文
化
共
生
推

進
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
、
精
力
的
に
各
方
面
と
の
協

議
、
会
議
な
ど
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に

居
住
が
10
年
、
20
年
と
長
期
に
わ
た
る
方
た
ち
の
家

庭
で
は
現
在
、
小
牧
市
生
ま
れ
、
小
牧
市
育
ち
の
外

国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
就
学
支

援
は
急
務
の
一
つ
と
い
え
ま
す
」（
中
野
市
長
）

　

外
国
語
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語
、

中
国
語
）
で
作
成
し
た
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
マ
ッ
プ

の
制
作
は
も
と
よ
り
、
窓
口
に
通
訳
・
相
談
員
を
配

置
し
た
り
、
日
本
語
初
期
教
室
を
今
春
か
ら
開
設
し

て
い
る
。
さ
ら
に
防
災
訓
練
に
も
外
国
人
居
住
者
の

参
加
を
促
す
な
ど
、
小
牧
市
で
は
外
国
人
居
住
者
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
る
方
策
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ら
は
本
来
、
国
を
挙
げ
て
行
う
べ
き
事
業

で
す
が
、
実
際
に
生
活
を
し
て
い
る
の
は
私
た
ち
の

ま
ち
で
あ
り
、
現
実
的
な
問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
日
常

生
活
レ
ベ
ル
で
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
一
番
彼
ら
に
近
い
行
政
の
窓
口
に
い
る
者
と
し
て
、

私
た
ち
は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
で
き
る
限
り
の
努
力
を
続
け
て
い
く
つ
も
り

で
す
」（
中
野
市
長
）

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
外
国
人
居
住
者
も

滞
在
期
間
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
高
齢
者
が
増
え
始

め
る
な
ど
、
外
国
人
居
住
者
に
対
処
す
べ
き
窓
口
業

務
は
、
今
や
ほ
ぼ
全
面
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

景
気
の
長
期
低
迷
化
も
手
伝
っ
て
、
外
国
人
居
住

者
数
の
増
減
は
今
後
、
予
測
が
つ
か
な
い
。
だ
が
考

え
て
み
れ
ば
、
出
世
の
初
期
過
程
で
小
牧
山
城
を
築

い
た
織
田
信
長
は
、
貿
易
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人

の
国
際
的
な
経
済
活
動
や
宗
教
活
動
に
、
最
初
に
理

解
を
示
し
た
天
下
人
で
も
あ
っ
た
。

　

小
牧
市
の
地
道
な
多
文
化
共
生
に
向
け
た
事
業
が

い
つ
か
実
を
結
ぶ
と
き
、
小
牧
市
を
故
郷
と
考
え
る
外

国
人
子
弟
が
国
際
的
に
活
躍
す
る
姿
を
想
像
す
る
の

は
心
楽
し
い
。
そ
し
て
、
彼
ら
と
共
に
小
牧
市
で
育
っ

た
日
本
の
若
者
た
ち
が
、
彼
ら
に
触
発
さ
れ
る
形
で
世

界
を
ま
た
に
活
動
す
る
時
代
が
き
た
と
き
に
も
、
緑

濃
い
小
牧
山
は
き
っ
と「
み
ん
な
の
心
の
故
郷
」と
し
て

意
識
さ
れ
続
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
気

が
す
る
の
で
あ
る
。

（
取
材
・
文　

遠
藤
隆
）

今年１月に開催された「国際交流ふれあいフェスタ」には市内在住10カ国以上の方たちが参加

外国人労働者の定住化のカギをにぎる「日本語初期教室」

小牧市マスコットキャラク
ター「こまっきー」。小牧市の
花ツツジをモチーフにした
元気で親しみやすい男の子

ゴミ処理施設の余熱を活用した温水プール

子育て広場も併設し、絵本約２万4000冊の蔵書を誇る「えほん図書
館」。子育てにやさしいまち小牧市ならではの施設

今年４月にオープンした老人福祉センター「小針の郷」は高齢
者の健康増進・余暇・生きがい活動の中核施設
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